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1．はじめに

国土交通省では，データとデジタル技術を活用する
ことによりインフラ関連の業務，組織，プロセス，文
化・風土や働き方を変革する，インフラ分野の DX

（Digital-Transformation）の推進に向けた取組を実施
している。

さらに，インフラ DX により目指す「建設現場」の
将来社会のイメージ実現に向けた取組として，2024 年 4
月にi-Construction 2.0をとりまとめた。i-Construction 2.0
では，2040 年度までに建設現場の省人化を少なくと
も 3 割，すなわち生産性を 1.5 倍向上することを目指
し，建設現場のオートメーション化に取り組むことと
している。

建設現場のオートメーション化の 3 本の柱のひとつ
である「データ連携のオートメーション化」について
は，調査・測量，設計，施工，維持管理といった建設
生産プロセス全体をデジタル化，3 次元化し，必要な
情報を必要な時に加工できる形式で容易に取得できる
環 境 を 構 築 す る BIM/CIM（Building/Construction 
Information Modeling, Management）等によりこれ
を推進することとしている。

本稿では，国土交通省における BIM/CIM の取組の
うち，3 次元モデルで算出される数量を直接積算に活
用し，積算や設計変更の効率化を目指す BIM/CIM 積
算について紹介する。

2．BIM/CIMについて

BIM/CIM の目的は，建設事業で取り扱う情報をデ
ジタルデータとして統合管理することで，受発注者の
データ活用・共有を容易にし，建設生産・管理システ
ム全体の効率化を図ることである。情報共有の手段と
しては，主として 3 次元モデルを活用するが，点群デー
タや GIS など，目的に応じたデータやツールを活用
し，建設事業で取り扱う情報を統合管理することで効
率的に事業を進めることとしている。

国土交通省では，2012 年度から段階的に BIM/CIM
を適用する業務・工事の対象を拡大してきた。2023
年度からは，原則として全ての直轄土木業務・工事に
おいて，BIM/CIM を適用し，「活用目的に応じた 3
次元モデルの作成・活用」と「DS（Data-Sharing）
の実施」に取り組んでいる。

3 次元モデルには，2 次元図面から寸法を拾って計
算した場合に非常に手間のかかる複雑な形状でも，瞬
時に面積や体積が算出されるという特徴がある。これ
まで行われてきた BIM/CIM の適用においても，3 次
元モデルから算出される土やコンクリートの体積，鋼
材等の数量を，設計・検討段階の概算数量や概算工費
の算出に活用する，施工段階の施工数量算出に活用す
る，といった取組がなされている。

3．BIM/CIM積算の実施に向けた取組

（1）3次元モデルの数量の活用による BIM/CIM積算
3 次元モデルにより算出した数量を効果的に活用す
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れば，数量算出作業の簡略化につなげることができ
る。BIM/CIM により発注者の積算作業の効率化を図
ることを目的に，国土交通省は 2023 年度から BIM/
CIM 積算の検討に着手した。

2023 年度は，第 1 段階として，一部の事務所にお
いて，3 次元モデルから算出した数量を，積算の数量
総括表の作成に用いるBIM/CIM積算の取組を行った。
図─ 1 は，山地部の掘削工事を対象に，3 次元モデ

ルの数量を数量総括表作成に用いた事例である。一部
2 次元図面からの算出の方が効率的と判断されたもの

（素掘側溝）は，2 次元図面からの数量算出としてい
る。設計者によると，土工の数量算出は従来方法（平
均断面法）に比べて計算の手間が削減されたとのこと
であった。
図─ 2 は，樋門工事を対象に，土工量，コンクリー

ト量，鉄筋量等の数量を 3 次元モデルから取得し，数
量総括表作成に用いた事例である。設計者によると，
この業務では可視化によるリスク軽減を目的として 3
次元モデルを作成していたが，一部の数量について
は，積算に必要な精度のものを当該 3 次元モデルから
取得することができたとのことであった。一方で，2
次元図面と 3 次元モデルを別途作成したため，重複作
業が生じてコストと時間を要したとのことであった。

また，いずれの事例も，数量総括表へのデータ入力
は手入力であった。

（2）（仮称）次期土木工事積算システムの開発検討
国土交通省では，工事発注で活用している土木工事

積算システムについて，積算業務の効率化を図るた
め，（仮称）次期土木工事積算システム（以下「次期

図─ 1　3 次元モデルの数量を活用した事例①

図─ 2　3 次元モデルの数量を活用した事例②
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積算システム」という。）への移行を検討していると
ころである。

現行の土木工事積算システムは，詳細設計段階での
成果である数量集計表や計算書等の情報を，発注者が
システムに手入力している。次期積算システムでは，
これらを自動入力対応とすることで，積算に係る作業
の効率化を図ることとしている。具体的には，積算基
準に準拠した形式で数量集計データを作成する「設計
数量管理機能」で作成したデータを，次期積算システ
ムに取り込むことで，自動入力される。なお，数量集
計データは「設計数量管理機能」で直接作成する以外
にも，数量計算書等の外部データ（Excel など）を取
り込み作成することも可能である。設計数量管理機能
の試行版，そして，数量と工種の情報を設計数量管理
機能に連携する際に必要となる「工事工種体系ツリー
コード」を，国土技術政策総合研究所において公表し
ている。

（3） 3次元モデルの数量を積算に直接活用する
BIM/CIM積算の取組 

さらに，3 次元モデルから算出される数量を，
Excel 等の表に手入力するのではなく，直接設計数量
管理機能に取り込むことができれば，一層の効率化が
可能となる。国土交通省では，次期積算システムの開
発と並行して，（1）で述べた取組を高度化して，3 次
元モデルの数量を積算に直接活用する，第 2 段階の
BIM/CIM 積算の検討も進めている。

2023 年度から 2024 年度にかけて，コンクリート構
造物等の 3 次元モデルの数量を積算に直接活用する具
体的な流れを次の通り検討した（図─ 3）。
① 3 次元形状データを作成し，オブジェクト分類名，

3 次元モデルから計測した数量，工事工種体系ツ

リーコード及び規格を属性情報として設定する。
② IFC 形式のデータを出力する。
③「データ変換ツール」を使って，IFC 形式のデータ

を，設計数量管理機能に読み込み可能な数量データ
（XML 形式）に変換し，設計数量管理機能に読み
込む。
異なるソフトウェアでもデータを活用できるよう，

BIM/CIM の共通フォーマットである IFC を活用する
こととしている。なお，これは一例であり，他の方法
の技術開発や実施を妨げるものではない。

このうち①については，2025 年 3 月に策定した BIM/
CIM 取扱要領の附属資料に，積算での活用を目的と
した 3 次元モデルの作成方法を示した。また属性情報
を手入力ではなく，選択入力する機能を備えたソフト
ウェアの開発が進められているところである。③につ
いては，3 次元モデルの数量等のデータを設計数量管
理機能に入力するための形式に変換する「データ変換
ツール」を開発し，2025 年 3 月に公開した。
（2）で述べた設計数量管理機能・工事工種体系ツリー

コードと合わせて，IFC を活用した BIM/CIM 積算に
ついては実施環境が整ったところである。

（4）データ変換による試行事例
昨年度には，（3）で述べたデータ変換ツールの試行

版を用いて，積算システムに取り込むデータを作成す
る試行も実施した。鉄筋コンクリートの橋梁下部工を
対象として，全国 11 件の詳細設計業務（2025 年 2 月
時点）で試行を実施し，3 次元モデルの属性情報とし
て設定した数量や工事工種体系の情報を，マウスク
リック数回で，設計数量管理機能に読み込み可能な XML
形式のデータに変換できることが確認された（図─ 4）。

図─ 3　BIM/CIM 積算　データ変換の流れ
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4．数量算出における 3次元モデルの活用状況

数量算出における 3 次元モデルの活用状況について
実態を把握するため，2024 年度に契約を締結した土
木設計業務（港湾・空港関係を除く）のうち，BIM/
CIM 適用業務に該当する業務を実施している建設コ
ンサルタント会社を対象に，アンケート調査を実施し
た。結果を図─ 5 に示す。

アンケート対象のうち，詳細設計業務で 3 次元モデ
ルを作成したものが 174 件（構造物 80 件，土工 54 件，
複合，その他 40 件），3 次元モデルで数量を算出した
もの（工種，規格等を属性情報として設定したものも
含む）は 27 件（構造物 13 件，土工 8 件，その他 6 件）
であり，現状，3 次元モデルの数量は積算にほとんど
使われていないことが判明した。

3 次元モデルによる数量算出については，従前から
土木工事数量算出要領に記載しているところである
が，別途設計者に聞き取りを行ったところ，3 次元モ
デルから得られた数量を活用していいか分からない，
2 次元図面と同等の精度で数量算出できるか分からな
い，2 次元図面からの算出の方が数量算出の根拠を明
確にできる，といった意見があった。

今後，BIM/CIM 積算の取組を進めていくために
は，3 次元モデルを数量算出に活用することに対する
受発注者の意識が変わることも必要であることがうか
がえる。

5．今後の展開

3．（3）で述べた BIM/CIM 積算については，これ
を実施するために 3 次元モデル作成ソフトウェアに求
められる機能について，国土交通省，国土技術政策総
合研究所，（一社）buildingSMART Japan 等で連携
して検討を進めており，2025 年 5 月には，「3 次元モ
デルを用いた BIM/CIM 積算のためのソフトウェア機
能要求仕様書（素案）」を，国土技術政策総合研究所
において公表した。将来的には，buildingSMART 
Japan が行う IFC 検定の項目にも設定され，IFC 検
定に合格したソフトウェアには必要な機能が実装され

図─ 4　BIM/CIM 積算　データ変換ツール（試行版）による試行事例

図─ 5　数量算出における 3 次元モデルの活用状況
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ることとなる。
また，これまではコンクリート構造物等を対象に検

討を進めてきたところであるが，共通フォーマットと
して J-LandXML を用いる土工等を対象とした取組も
検討を進める予定である。

6．おわりに

BIM/CIM 積算の取組を推進し，属性情報を活用し
て省人化や生産性向上を図る仕組みが一つでも構築で
きれば，他の段階における属性情報の活用も容易にな
り，i-Construction 2.0 で掲げる「データ連携のオー
トメーション化」の実現に近づくことができると考え
ている。引き続き，積算関係者，ソフトウェア団体等
と連携しながら，取組を進めていきたい。

�
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